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聴覚における寸法知覚と最適末梢系

入野　俊夫†1,a)

概要：
本発表では、聴覚末梢系の最適性を追求することから始まり、音源の寸法-形状知覚の特性測定や応用に至
る研究の背景と経緯を紹介する。聴覚末梢系のインパルス応答は、時間-スケール表現における最小不確定
性を満足する関数として解析的に求められることがわかった。得られた「ガンマチャープ関数」とその後
の発展版は、生理実験データや心理物理実験データを良く説明できる関数として広く用いられている。ま
た、この健聴者のみならず難聴者の分析特性を模擬できるばかりでなく、模擬難聴の音を合成することも
可能となった。この最適性の背景となる時間-スケール表現の導出アルゴリズムとして、「安定化ウェーブ
レット-メリン変換」を提案した。 この表現は、音響系のスケールすなわち音源の寸法や形状に関して、人
間の知覚系で分離抽出処理が行われているという仮説に基づいている。日常生活では、大人と子供の同一
発話を、同一内容として認識できると同時に発話者のおおよその寸法もわかるので、直感的には妥当であ
る。そこで知覚処理の精度を測るため、様々な音声における寸法の弁別閾や認識率を、聴覚心理実験を通
して明らかにしてきた。さらにこのモデルの工学的な優位性を示すため、話者の声道長の推定や大人子供
判別に適用し、従来法に比べて性能が向上することも示してきた。世界の先陣を切って突入した高度高齢
化社会における音支援を考える上で、最も重要な聴覚的信号処理の基盤となる技術であると考えている。

1. 文献紹介
研究背景に関しては、紙幅の制限上十分解説することが
できない。むしろ、過去の解説や論文を直接参照していた
だいた方が良いと思われる。そこでここでは、カテゴリご
とに整理して文献番号を示すにとどめた。主に原著の英語
論文や解説記事を引用するが、直近の研究会や大会等にお
ける日本語の発表もある。それらの情報を含め、現在の研
究概要等は、Web page[1]に掲載されているので参照して
いただきたい。

1.1 ガンマチャープ聴覚フィルタ
2 最小不確定性による導出とデータ適合：[2]

2 IIRフィルタによる分析合成系の実装：[3] [4]

2 圧縮特性導入と健聴者の聴覚フィルタ特性：[5] [6] [7]

2 動的な特性導入とソフトウェアパッケージ化：[8]

2 圧縮特性の推定と模擬難聴：[9]

2 聴覚フィルタの初心者向け解説：[10] [11] [12] [13]

1.2 安定化ウェーブレット-メリン変換
2 計算理論と背景：[14] [15] [16] [17]
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2 聴覚イメージモデルと聴覚非対称性：[18] [19]

2 聴覚イメージモデルによる音源分離：[20]

1.3 音源寸法-形状知覚
2 音声からの寸法-形状知覚：[21] [22]

2 寸法-形状知覚の時間特性：[23] [24] [25]

2 寸法手掛かりによる音脈分凝/聴覚情景分析：[26] [27]

2 ささやき声からの寸法-形状知覚：[28]

1.4 ガンマチャープの工学応用
2 声道長推定：[29] [30]

2 大人子供判別： [31]
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